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今
年
の
主
要
八
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）
は
五
月

二
六
、二
七
日
の
両
日
、
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
海
辺
の
保
養
地
、
ド
ー

ビ
ル
で
行
わ
れ
た
。
一
九
七
五
年
、
同
じ
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ン
ブ
イ

エ
で
行
わ
れ
た
第
一
回
の
主
要
国
サ
ミ
ッ
ト
（
当
初
六
ヵ
国
）
か

ら
三
六
年
。
台
頭
著
し
い
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
「
新

興
国
」
を
交
え
た
主
要
二
〇
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
の
重
要
性
が

高
ま
る
現
在
、「
Ｇ
８
不
要
論
」
は
後
を
絶
た
な
い
ま
ま
だ
。
Ｇ
８

サ
ミ
ッ
ト
が
今
後
も
生
き
残
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
存
在

意
義
が
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
現
在
、
Ｇ
８
・
Ｇ

20
議
長
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
駐
在
し
て
い

る
。
フ
ラ
ン
ス
の
こ
こ
数
年
の
議
論
や
、
ド
ー
ビ
ル
会
議
の
現
場

取
材
を
元
に
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
を
再
検
証
し
た
い
。

「
一
定
」
の
成
果

　

会
議
前
日
の
五
月
二
五
日
。
会
議
場
で
記
者
登
録
を
済
ま
せ
た

各
国
の
記
者
に
は
「
Ｇ
８
不
要
論
」
が
噴
出
し
て
い
た
。
そ
の
大

き
な
理
由
は
、
中
国
の
不
在
で
あ
る
。「
中
国
抜
き
に
今
、
世
界
の

政
治
経
済
は
語
れ
な
い
。
中
国
の
い
な
い
Ｇ
８
は
、
存
在
価
値
が

な
い
」。
ド
イ
ツ
人
記
者
が
話
す
。
ス
ペ
イ
ン
人
記
者
は
「
う
ち
の

社
は
会
議
を
カ
バ
ー
す
る
派
遣
記
者
の
人
数
を
今
回
、
削
減
し
た
」

と
も
述
べ
た
。　

　

だ
が
、
会
議
で
「
一
定
の
成
果
」（
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
高
官
）
が

Ｇ
８
拡
大
論
者
で
知
ら
れ
る
仏
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
。

一
時
は
取
り
や
め
も
検
討
さ
れ
た
と
い
う
今
回
の
ド
ー
ビ
ル
・
サ
ミ
ッ
ト
だ
が
、

そ
こ
に
一
定
の
成
果
と
役
割
を
見
る
む
き
が
少
な
く
な
い
。

｢
知
恵
袋｣

と
し
て
見
直
さ
れ
る
Ｇ
８

毎
日
新
聞
パ
リ
特
派
員

福
原
直
樹

ふ
く
は
ら
　
な
お
き

一
九
五
七
年
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
法
学
部
卒
業
、

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
自
由
大
学
修
士
課
程
（
国
際
関
係
論
）

修
了
。
八
二
年
毎
日
新
聞
社
入
社
。
東
京
本
社
社
会

部
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
特
派
員
な
ど
を
経

て
現
職
。
著
書
に
『
黒
い
ス
イ
ス
』
が
あ
る
。
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出
た
の
は
間
違
い
な
か
っ
た
。
そ
の
大
き
な
一
つ
は
、
中
東
・
北

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
一
連
の
民
主
化
改
革
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
に
対
す

る
協
調
姿
勢
で
あ
る
。

　

会
議
で
採
択
さ
れ
た
首
脳
宣
言
で
は
、
リ
ビ
ア
の
最
高
指
導
者

カ
ダ
フ
ィ
大
佐
に
つ
い
て
、
強
い
言
葉
で
「
彼
は
去
る
べ
き
だ
」

と
一
蹴
。
カ
ダ
フ
ィ
氏
の
即
時
退
陣
を
求
め
た
。
ま
た
シ
リ
ア
に

も
市
民
へ
の
武
力
使
用
の
停
止
を
要
求
、
従
わ
な
い
場
合
、
さ
ら

な
る
「
措
置
」
を
検
討
す
る
と
も
述
べ
て
い
た
。「
ロ
シ
ア
も
カ
ダ

フ
ィ
氏
追
放
に
賛
同
し
た
」。
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
終

了
後
の
会
見
で
、
サ
ミ
ッ
ト
の
成
果
を
そ
う
強
調
し
た
。

　

一
方
で
今
回
、
Ｇ
８
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
を
強
く
支
持
し
た
。

宣
言
で
は
ア
ラ
ブ
各
国
と
イ
ラ
ン
の
民
主
化
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
す

る
「
ド
ー
ビ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
設
立
を
表
明
。
変
革

の
先
駆
け
と
な
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
に
は
、「
欧
州
復
興

開
発
銀
行
」
な
ど
の
国
際
開
発
金
融
機
関
が
、二
〇
〇
億
ド
ル
（
約

一
兆
六
〇
〇
〇
億
円
）
の
資
金
援
助
を
行
う
用
意
が
あ
る
、
と
表

明
し
た
。
Ｇ
８
各
国
か
ら
の
二
国
間
支
援
も
次
々
に
も
ち
あ
が
っ

て
い
る
。

　

別
な
成
果
は
、
原
発
問
題
だ
。
初
日
の
討
議
で
は
菅
直
人
首
相

が
、「
福
島
第
一
原
発
事
故
の
経
験
を
、
国
際
社
会
で
共
有
し
た
い
」

と
発
言
。
事
故
情
報
の
公
開
と
、
原
子
力
の
安
全
性
強
化
に
取
り

組
む
姿
勢
を
表
明
し
、
各
国
の
賛
同
を
得
た
。
首
相
は
来
年
後
半
、

国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
と
協
力
し
て
日
本
で
、
国
際
会

議
を
開
く
こ
と
も
申
し
出
て
い
る
。

　

こ
れ
を
受
け
た
宣
言
で
は
、
原
発
に
は
「
最
高
水
準
の
安
全
性

が
必
要
だ
」
と
指
摘
。
▼
各
国
が
自
国
の
原
発
を
再
点
検
す
る
▼

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
九
四
年
に
採
択
し
た
「
原
子
力
安
全
条
約
」
を
発
展
・

強
化
す
る
▼
原
発
の
地
震
対
策
を
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
が
再
検
討
す
る
―
―

な
ど
を
求
め
た
。
宣
言
は
東
日
本
大
震
災
を
受
け
た
「
日
本
と
の

5月26日のワーキング・ランチでサルコジ大
統領の出迎えを受ける菅首相。（AP／アフロ）
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連
帯
」
も
表
明
。「
日
本
が
迅
速
に
立
ち
直
る
こ
と
を
確
信
す
る
」

と
も
強
調
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
Ｇ
８
史
上
、
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
議
題
と

な
っ
た
。
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
強
い
希
望
に
よ
る
も
の
で
、
大
統

領
は
以
前
か
ら
「
ネ
ッ
ト
は
無
法
地
帯
に
な
る
べ
き
で
な
い
」
と

発
言
。
著
作
権
侵
害
の
取
り
締
ま
り
な
ど
、
ネ
ッ
ト
上
で
の
「
法

の
支
配
」
を
訴
え
て
い
た
。
宣
言
で
は
、
ネ
ッ
ト
上
の
知
的
財
産

や
個
人
情
報
保
護
な
ど
を
求
め
る
一
方
、ネ
ッ
ト
上
の
検
閲
を
「
容

認
で
き
な
い
」
と
批
判
し
、間
接
的
に
中
国
や
イ
ラ
ン
な
ど
の
ネ
ッ

ト
検
閲
を
け
ん
制
し
た
。

　
「
Ｇ
８
で
し
か
行
え
な
い
、
中
身
の
あ
る
議
論
が
で
き
た
」。
サ

ミ
ッ
ト
を
振
り
返
り
、
あ
る
日
本
政
府
高
官
は
こ
う
語
っ
た
。

Ｇ
８
取
り
や
め
も
検
討
さ
れ
て
い
た

　

今
回
、
Ｇ
８
の
意
義
づ
け
め
ぐ
り
、
議
長
国
フ
ラ
ン
ス
が
大
き

く
揺
れ
た
の
は
事
実
だ
っ
た
。

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
も
と
も
と
、
Ｇ
８
の
拡
大
論
者
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
八
月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
各
国
駐
在
大
使
を
集
め
た

会
議
（
パ
リ
）
で
、「
Ｇ
８
拡
大
が
フ
ラ
ン
ス
の
外
交
方
針
だ
」
と

断
言
。
Ｇ
８
に
中
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和

国
、
メ
キ
シ
コ
、
エ
ジ
プ
ト
を
加
え
た
「
Ｇ
14
」
を
結
成
し
、
今

年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
Ｇ
８
の
代
わ
り
に
Ｇ
14
を
主
宰
す
る
意
向

を
示
し
て
い
た
。
当
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
Ｇ
８
拡
大
を
要
求
し
て
お

り
、
大
統
領
は
「
Ｇ
14
へ
の
道
は
前
進
し
つ
つ
あ
る
」
と
も
発
言
。

一
〇
年
の
カ
ナ
ダ
の
Ｇ
20
会
議
で
、「
Ｇ
14
の
枠
組
み
」
を
作
り
上

げ
た
い
と
も
話
し
て
い
た
。

　

冒
頭
の
各
国
記
者
の
言
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
背
景
に
は
、

こ
れ
ら
各
国
抜
き
で
は
「
世
界
」
が
語
れ
な
く
な
っ
た
現
実
が
あ

る
。

　

今
回
の
Ｇ
８
に
先
立
ち
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
「
世
界
の
経
済
バ

ラ
ン
ス
は
、
第
一
回
サ
ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
七
〇
年
代
半
ば
と
は

大
き
く
違
う
」
と
指
摘
し
て
い
た
。「
四
〇
年
後
の
世
界
の
経
済
大

国
は
中
国
、
米
国
、
イ
ン
ド
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
順
番
に
な
る
」
と
も
。

事
実
、
世
界
経
済
に
占
め
る
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
見
る
と
、

Ｇ
６
〜
Ｇ
８
の
ト
ー
タ
ル
は
一
九
七
五
年
に
約
六
四
％
だ
っ
た
が
、

二
〇
一
〇
年
に
は
そ
れ
が
約
四
二
％
に
低
下
し
て
い
る
。
一
方
Ｇ

20
を
見
る
と
、
そ
の
割
合
は
八
五
％
に
も
達
す
る
。

　

ま
た
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
の
「
Ｇ
14
論
」
の
背
景
に
、
フ
ラ
ン

ス
の
「
世
界
戦
略
」
が
あ
る
の
も
間
違
い
な
か
っ
た
。
海
外
へ
の

原
発
や
武
器
の
売
り
込
み
を
加
速
さ
せ
る
大
統
領
は
、
す
で
に
中

国
や
イ
ン
ド
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
開
発
し
た
第
三
世
代
原
発
（
Ｅ
Ｐ

Ｒ
）
の
売
り
込
み
に
成
功
。
Ｅ
Ｐ
Ｒ
は
一
基
三
〇
億
ユ
ー
ロ
（
約

「主要国協調」の役割とは何か
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三
三
〇
〇
億
円
）
以
上
で
、フ
ラ
ン
ス
に
と
り
大
き
な
ド
ル
箱
だ
っ

た
。
ま
た
大
統
領
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
も
戦
闘
機
な
ど
の
売
り
込
み
を

進
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
Ｇ
８
参
加
は
、
大
統
領
に
と
っ

て
「
必
要
不
可
欠
」（
フ
ラ
ン
ス
政
府
高
官
）
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
外
務
省
高
官
は
、「
大
統
領
サ
イ
ド
が
一
時
、
Ｇ
８
の
開

催
取
り
や
め
を
検
討
し
て
い
た
の
は
事
実
だ
」
と
明
か
す
。

　

だ
が
Ｇ
８
拡
大
に
は
、
反
対
も
強
か
っ
た
。
日
本
が
「
加
盟
国

増
で
発
言
力
が
低
下
す
る
」（
政
府
高
官
）
と
懸
念
を
表
わ
し
た
ほ

か
〇
九
年
、
イ
タ
リ
ア
・
ラ
ク
イ
ラ
で
行
わ
れ
た
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト

で
は
ド
イ
ツ
、カ
ナ
ダ
も
「
Ｇ
８
に
は
存
在
意
義
が
あ
る
」
と
主
張
。

こ
の
背
景
に
は
、
日
本
を
含
む
各
国
が
国
連
安
保
理
の
常
任
理
事

国
で
は
な
く
、
国
際
的
な
発
言
力
の
低
下
を
恐
れ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
あ
る
ド
イ
ツ
政
府
高
官
は
私
に
、「
完
全
な
『
民
主
主
義

国
』
と
は
呼
べ
な
い
エ
ジ
プ
ト
（
当
時
）
や
中
国
を
Ｇ
８
に
加
え

る
べ
き
で
は
な
い
」
と
も
話
し
て
い
る
。

　

だ
が
、「
Ｇ
14
」
の
開
催
の
可
能
性
が
大
き
く
後
退
し
た
の
は
、

そ
の
後
の
Ｇ
20
会
議
の
実
態
だ
っ
た
。
Ｇ
20
が
、
参
加
国
の
多
さ

か
ら
「
船
頭
多
く
し
て
船
、
山
に
登
る
」
の
状
況
を
呈
し
始
め
た

の
だ
。
特
に
そ
れ
が
顕
著
だ
っ
た
の
が
、
昨
年
の
ソ
ウ
ル
Ｇ
20
サ

ミ
ッ
ト
だ
っ
た
。

　

同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
米
な
ど
先
進
国
と
中
国
な
ど
新
興
国
が
対

立
。
宣
言
は
「
通
貨
安
競
争
」
の
回
避
を
う
た
う
の
が
精
一
杯
だ
っ

た
。
毎
日
新
聞
の
社
説
（
一
〇
年
一
一
月
一
三
日
付
）
は
サ
ミ
ッ

ト
を
「
世
界
経
済
を
安
定
化
さ
せ
る
た
め
の
、
実
の
あ
る
前
進
が

見
ら
れ
た
と
は
言
い
難
い
」
と
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
見

た
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
の
高
官
は
当
時
、「
一
〇
人
（
国
）
以
上
が
会

議
に
参
加
す
れ
ば
、
結
論
を
得
る
の
は
難
し
く
な
る
」
と
話
し
て

い
た
。

Ｇ
８
と
Ｇ
20
の
「
住
み
分
け
」

　

今
年
一
月
二
四
日
。
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
会
見
で
Ｇ
８
・
Ｇ
20

議
長
国
と
し
て
の
抱
負
を
述
べ
、
こ
れ
に
応
じ
フ
ラ
ン
ス
政
府
も

Ｇ
８
・
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
の
議
題
を
発
表
し
た
。
そ
し
て
そ
の
内
容

は
Ｇ
８
、
Ｇ
20
の
「
住
み
分
け
」
と
い
え
る
も
の
だ
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
Ｇ
８
の
議
題
は
▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▼
国
際

安
全
保
障
▼
ア
フ
リ
カ
と
の
連
携
…
…
な
ど
「
先
進
国
が
関
与
で

き
る
」（
フ
ラ
ン
ス
政
府
高
官
）
も
の
に
絞
り
、
Ｇ
20
で
は
▼
国
際

金
融
体
制
の
改
革
▼
食
料
確
保
▼
汚
職
の
撲
滅
▼
途
上
国
の
発
展

…
…
な
ど
に
特
化
す
る
と
い
う
。
一
時
は
Ｇ
８
開
催
の
是
非
を
検

討
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
、「
国
際
社
会
の
動
き
を
見
て
、
Ｇ
８
各

国
に
相
談
し
た
」（
同
）
結
果
、
到
達
し
た
結
論
だ
っ
た
。

　

Ｇ
８
の
議
題
は
、そ
の
後
さ
ら
に
深
化
す
る
。
そ
の
原
因
は
「
ア
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ラ
ブ
の
春
」
の
進
展
と
、
日
本
の
震
災
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
の
コ
ー

ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
（
旧
フ
ラ
ン
ス
領
）
で
の
民
主
化
の
動
き
だ
っ
た
。

　

特
に
日
本
の
震
災
で
、
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
三
月
下
旬
、
急
き
ょ

訪
日
。
東
京
で
の
菅
首
相
と
の
会
見
で
は
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
で
原

発
の
安
全
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
確
約
し
た
。
ま
た
今
回
の
サ

ミ
ッ
ト
に
は
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
の
ほ
か
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ギ
ニ

ア
の
首
脳
が
招
か
れ
、
民
主
主
義
な
ど
の
促
進
を
う
た
っ
た
ア
フ

リ
カ
諸
国
と
の
初
の
共
同
宣
言
を
採
択
し
た
。
宣
言
で
は
こ
れ
ら

三
国
を
「
民
主
化
を
達
成
し
た
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
」
と
も
称
え
た
。

　

日
本
政
府
高
官
は
「
こ
れ
ら
の
問
題
に
Ｇ
８
が
即
応
で
き
た
理

由
」
と
し
て
、「
先
進
国
と
し
て
、
途
上
国
援
助
や
核
問
題
な
ど
の

議
論
が
し
易
い
」
と
指
摘
す
る
一
方
で
、「
Ｇ
８
は
参
加
国
が
少
な

く
、
議
論
も
ま
と
ま
り
や
す
い
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

　

だ
が
「
Ｇ
８
不
要
論
」
は
根
強
い
ま
ま
だ
。

　

会
議
終
了
後
間
も
な
い
五
月
三
一
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
ル
モ
ン
ド

紙
は
、
フ
ラ
ン
ス
屈
指
の
エ
リ
ー
ト
研
究
教
育
機
関
「
パ
リ
政
治

学
院
」
の
研
究
者
の
論
文
を
掲
載
し
た
。
論
文
は
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ

ト
が
「
冷
戦
終
了
後
の
遺
物
」
で
、
中
国
の
い
な
い
Ｇ
８
を
「
地

球
の
現
実
」
を
反
映
し
て
い
な
い
と
批
判
。「
Ｇ
20
が
あ
れ
ば
Ｇ
８

は
必
要
な
い
」
と
主
張
し
た
。

　

サ
ル
コ
ジ
大
統
領
も
同
様
だ
っ
た
。
一
月
の
会
見
で
大
統
領
は

「
Ｇ
８
が
現
在
、
通
貨
問
題
を
討
議
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。
中

国
が
参
加
し
て
い
な
い
か
ら
だ
」
と
強
調
。
サ
ミ
ッ
ト
終
了
後
も

「
二
〇
世
紀
の
世
界
は
富
め
る
国
と
貧
し
い
国
が
あ
る
だ
け
だ
っ

た
。
だ
が
現
在
は
、
そ
の
中
間
層
が
い
る
」
と
指
摘
。
中
国
な
ど

「
中
間
層
」
の
国
を
入
れ
て
、
環
境
な
ど
様
々
な
問
題
を
討
議
す
る

べ
き
だ
と
し
、Ｇ
８
廃
止
・
拡
大
論
へ
の
「
未
練
」
を
垣
間
見
せ
た
。

　

し
か
し
、
Ｇ
８
に
生
き
残
り
の
道
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
五

月
二
六
日
付
の
仏
・
ル
モ
ン
ド
紙
は
、
経
済
担
当
ベ
テ
ラ
ン
記
者

の
記
事
を
掲
載
し
、「
ソ
ウ
ル
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
以
来
、
Ｇ
８
サ

ミ
ッ
ト
は
価
値
観
を
共
有
す
る
先
進
国
の
団
結
と
連
帯
の
場
と
し

て
、
意
義
が
見
直
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス

外
務
省
高
官
は
私
に
、「
Ｇ
８
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、
小
回
り
の

き
く
利
点
を
生
か
し
、
問
題
の
解
決
策
を
迅
速
に
示
す
、
世
界
の

『
知
恵
袋
』
的
存
在
に
な
る
こ
と
だ
」
と
話
す
。

　

私
が
事
前
に
入
手
し
た
今
回
の
Ｇ
８
宣
言
の
草
案
で
は
、
シ
リ

ア
に
対
し
て
「
国
連
安
保
理
で
の
行
動
も
考
慮
す
る
」
と
強
い
調

子
で
訴
え
る
内
容
だ
っ
た
。
だ
が
翌
日
、
採
択
さ
れ
た
宣
言
文
で

は
そ
の
「
国
連
安
保
理
」
の
言
葉
が
消
え
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
求

め
に
応
じ
、
表
現
を
「
ソ
フ
ト
」
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
是
非
は

と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
迅
速
な
議
論
や
対
応
は
、
Ｇ
８
の
利
点

の
一
つ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
■

「主要国協調」の役割とは何か


